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一人のセブンイレブン加盟店のオーナーとして、本部の方針を批判しなければならない

ことがある。それはセブンイレブンの食料廃棄の状況なのだ。なぜなら、加盟店が負う

負担は非常に多い上に、本部は利益だけを求め、様々な厳しい命令を加盟店にだしてい

る。本部は加盟店オーナーの立場からもビジネスを考え、援助金を増やすことに励んで

ほしい。加盟店のオーナーとしては、廃棄量を少なくするための食品リサイクル法には

参加したくない。多額の再生利用料を負担するのは、本部ではなく、加盟店側にあるの

で、他の多くの加盟店参加に反対している。加盟店オーナーの視点から財政的に難しい

状況を考えれば、参加を拒否する理由は無責任でも利己的でもない。個人的な意見を述

べると、一番の問題はセブンイレブン本部の「新鮮なものを提供する」モットーである。

必要以上に強調しているとしか思えない。客は新鮮な食食料を求めよくセブンイレブン

を訪れるのは事実だが、加盟店に、一日に 9度、消費期限の近づいた食品を廃棄せよと

指示する必要などない。この方針は非常に高額な無駄を作り出している。2010 年の日

本の全食料廃棄ロスは,	 086 万トンだったが、コンビニの廃棄ロスは一店当たり 13 キ

ロほどで、一年にすると、コンビニだけで何と約 22 万トンも廃棄しているのだ。これ

は環境にも悪影響を与えている上、経済的にも無責任でばかばかしい。というわけで、

廃棄ロスの事を考えると、ビジネスモデルの変革を追求しないのはおかしい。 
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